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近年では、都市的環境においても生物多様性への配慮が不可欠となっている一方、衛生

被害等のリスクを孕んだ生物からどう建物や人を守るか、生物多様性への配慮と生物被
害対策の両立が求められている。本稿では、環境指標性が高く同時に生物被害の対象種と
してあらゆる建築種で問題になる鳥類を対象にし、建物と鳥との共生を実現するための
取り組みや、新しい鳥対策技術を紹介する。 
建物が鳥から被る被害は糞害や建材の破壊行為などがあるが、共生を実現するために

は、まずは鳥の生態を知った上で、鳥が建物を利用するメリットを相対的に小さくし、緑
地エリア内で営巣等ができるよう誘導することが重要である。また建物エリアに近づけ
させないための技術の一環として、鳥を傷つけずに忌避させる新技術（エア吹出しによる
風や音の刺激で驚かせる機器）を開発し、プロジェクト適用を通して効果等を定量的に評
価した。当社は今後も建物と生物の共生に向けた研究開発を進めていく。 

 


